
署
名
簿
を
提
出 

　
市
自
治
会
連
合
会
や
各
地
区
自
治
会
連
合
会
が
構

成
団
体
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
「
市
米
軍
基
地
返
還

促
進
等
市
民
協
議
会
」
が
、
６
月
中
旬
か
ら
約
１
か

月
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
基
地
問
題
の
早
期
解
決

を
求
め
る
署
名
活
動
に
は
、
各
自
治
会
の
役
員
を
は

じ
め
多
く
の
会
員
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
21
万
人
以
上
の
署
名
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
８
月
１
日
に
は
協
議
会
副
会
長

で
あ
る
、
三
橋
市
連
合
会
長
が
小
川
市
長
（
協
議
会

会
長
）
や
今
井
市
議
会
議
長
（
協
議
会
副
会
長
）
と

と
も
に
、
首
相
官
邸
に
赴
き
、
細
田
官
房
長
官
に
提

出
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
署
名
を
重
く
受
け
止
め

た
対
応
を
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
自
治
会
相
互
の
情
報
交
換
や
研
修
を
通
じ
て
自
治

会
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
自
治
会

大
会
」
を
、
７
月
９
日
（
土
）
市
民
会
館
ホ
ー
ル
を

会
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
市
長
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
方
々
を

来
賓
に
お
招
き
し
、
地
域
活
動
功
労
者
と
し
て
の
顕

彰
や
活
動
事
例
発
表
を
行
い
（
関
連
記
事
２
面
に
掲

載
）
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
県
立
相
模
原
高
等
学

校
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
皆
さ
ん
の
演
奏
、
相
模
原
に
ゆ

か
り
の
あ
る
藤
か
お
り
さ
ん
及
び
平
浜
ひ
ろ
し
さ
ん

の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
　 

　
来
年
の
大
会
に
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。 

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
自
治
会
大
会 
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皆
様
方
に
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、

ご
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、

「
自
治
は
笑
顔
と
協
働
か
ら
」
の
精

神
の
も
と
、
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
治

会
相
互
の
連
携
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
推
進
し
、
明
る
く
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
お
り
ま

す
。自

治
会
活
動
は
、
交
通
・
防
犯
・

防
災
・
生
活
環
境
・
青
少
年
の
健
全

育
成
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
地
域
の
皆
様

方
が
協
力
し
あ
っ
て
活
動
に
参
加
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
相
模

原
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。上

野
　
義
雄
　
　
平
野
　
博
美

赤
松
　
　
徹
　
　
高
橋
　
正
明

浜
田
　
昌
夫
　
　
大
貫
　
信
行

内
田
　
久
元
　
　
武
田
　
邦
雄

野
島
　
達
彦

芦
野
　
良
一

軽
部
新
次
郎
　
　
江
原
　
民
義

塚
本
　
浩
司
　
　
小
林
長
二
郎

川
合
　
貞
義
　
　
大
畑
　
吉
美

石
坂
登
志
男

山
内
　
伸
一
　
　
清
水
　
孝
臣

大
山
　
周
子

近
藤
　
英
雄
　
　
関
根
　
和
夫

菊
地
　
陸
郎

原
　
　
　
守
　
　
池
田
　
昭
夫

吉
田
　
雅
彦
　
　
藤
本
　
享
司

中
村
　
攻
生
　
　
島
崎
　
　
晃

薄
井
　
賢
次
　
　
佐
藤
　
和
雄

照
本
　
清
治
　
　
河
本
　
　
功

赤
坂
　
善
三
　
　
江
成
　
崇
行

鈴
木
　
英
男

原
田
　
　
力
　
　
松
本
　
勝
美

都
丸
　
仲
次
　
　
村
田
　
充
穗

斎
城
　
　
徹
　
　
今
井
眞
理
子

草
�
　
　
豊
　
　
小
佐
川
　
明

渋
谷
　
正
孝
　
　
星
谷
　
和
宏

辻
本
　
　
昭
　
　
武
　
　
嶂
子

篠
�
　
健
一
　
　
加
藤
　
芳
男

志
村
　
勝
美
　
　
小
川
　
高
一

岡
山
　
利
春

小
正
　
常
良
　
　
守
屋
　
和
俊

上
村
　
郡
二
　
　
清
水
　
常
夫

平
澤
　
清
孝

和
田
　
　
陞
　
　
友
野
　
和
雄

山
崎
　
恭
治
　
　
松
上
　
　
進

井
上
　
浩
次
　
　
座
間
　
英
明

溝
呂
木
　
豊
　
　
齋
藤
　
　
清

大
塚
　
凱
夫
　
　
大
久
保
文
雄

曽
我
　
幸
直
　
　
峯
尾
　
正
司

福
田
美
智
子
　
　
三
原
�
四
郎

青
山
　
怜
子
　
　
大
槻
ツ
ネ
子

若
月
　
　
智
　
　
松
澤
　
　
博

大
塚
　
　
豊
　
　
真
々
田
セ
キ

菅
原
　
則
夫
　
　
秋
山
　
原
宏

蔵
田
　
昌
資
　
　
袴
着
　
亮
介

狩
屋
　
和
代
　
　
吉
成
　
成
子

野
口
　
秀
光
　
　
金
子
　
匡
甫

火
ノ
川
二
三

（
敬
称
略
）

宮
下
囃
子
保
存
会

（
小
山
）

中
央
４
丁
目
自
治
会
（
清
新
）

榎
囃
子
連
育
成
会

（
横
山
）

東
大
沼
中
央
自
治
会

（
大
野
中
）

自
治
会
法
人
御
園
二
丁
目
自
治
会

（
大
野
南
）

自
治
会
法
人
四
ツ
谷
自
治
会
（
田
名
）

神
明
団
地
自
治
会

（
上
溝
）

ラ
イ
フ
コ
ア
自
治
会
（
東
林
）

荻
野
　
昌
喜
　
（
光
が
丘
）

故

宮
�
　
直
道
　
（
上
　
溝
）

佐
藤
　
萬
行
　
（
新
　
磯
）

（
敬
称
略
）

平
成
17
年
度
自
治
会
大
会

三
橋
会
長
あ
い
さ
つ

地
域
発
展
の
た
め
に
永
年
に
亘
り

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
対

し
、
市
自
治
会
連
合
会
と
し
て
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
、
感
謝
状

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

米
軍
基
地
の
早
期
解
決
を
求
め
る

署
名
活
動
に
つ
い
て
は
、
既
に
皆
様

方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
市
米
軍
基
地
返
還
促

進
等
市
民
協
議
会
で
は
努
力
目
標
と

し
て
20
万
人
以
上
の
署
名
を
集
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
治
会

員
の
皆
様
、
そ
し
て
お
忙
し
い
と
こ

ろ
ご
臨
席
を
賜
っ
た
ご
来
賓
の
皆
様

の
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

自
治
会
大
会
開
催

自
治
会
大
会
事
例
発
表 

「
自
治
会
役
員
の
免
除
制
度
と

協
力
員
登
録
制
度
に
つ
い
て
」 

大
野
中
地
区
　
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
自
治
会
長 

及
川
　
健
一
郎 

功労表彰者（個人）

功
労
表
彰
者
（
団
体
）

退
任
理
事

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
は
、
町
田
駅
と

古
淵
駅
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、
昭

和
43
年
か
ら
44
年
に
か
け
て
鵜
野
森

１
丁
目
に
分
譲
さ
れ
た
集
合
住
宅
で

６
８
４
戸
の
規
模
で
あ
る
が
、
空
き

室
等
も
あ
り
現
在
、
実
際
に
居
住
し

て
い
る
世
帯
は
６
３
３
世
帯
と
な
っ

て
い
る
。

建
設
か
ら
36
年
が
経
過
し
た
現

在
、
３
割
の
方
が
当
初
か
ら
の
居
住

者
と
な
っ
て
お
り
、
自
治
会
へ
の
理

解
を
示
す
方
が
多
く
自
治
会
へ
の
加

入
世
帯
数
は
５
８
８
世
帯
（
加
入
率

９
２
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

当
自
治
会
は
、
入
居
当
時
は
30
歳

代
の
働
き
盛
り
の
人
が
多
か
っ
た

が
、
現
在
で
は
そ
の
人
達
が
70
〜
80

歳
代
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
率
が

大
変
高
く
自
治
会
役
員
の
順
番
が
ま

わ
っ
て
来
る
と
退
会
し
て
し
ま
う
と

い
う
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
き
た
。

そ
こ
で
平
成
14
年
に
会
則
見
直
し

検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
役
員
へ

の
就
任
周
期
の
改
善
等
に
つ
い
て
会

員
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
検
討
を
進

め
た
結
果
、
次
の
３
つ
の
方
策
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

①
役
員
免
除
制
度
の
導
入

高
齢
世
帯
で
あ
り
健
康
も
害
し

て
い
る
時
、
ま
た
２
歳
以
下
の
乳

幼
児
を
抱
え
て
い
る
な
ど
の
要
件

に
該
当
し
て
い
る
場
合
に
は
役
員

会
で
申
請
を
受
け
、
協
議
の
う
え

で
免
除
を
認
め
る
制
度
。
現
在
80

名
が
免
除
を
受
け
て
い
る
。

②
役
員
の
定
数
削
減

世
帯
数
の
少
な
い
棟
は
他
の
棟

と
統
合
し
、
当
番
の
周
期
を
長
く

す
る
（
30
〜
50
年
の
周
期
）。
こ

の
結
果
、
役
員
定
数
の
削
減
（
24

名
か
ら
19
名
に
）
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

③
協
力
員
登
録
制
度
の
導
入

役
員
の
定
数
削
減
を
行
っ
た
こ

と
に
加
え
、
多
岐
多
様
に
渡
る
自

今
年
度
の
市
連
理
事
研
修
会
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
６

月
22
日
（
水
）
松
本
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。

当
日
は
松
本
市
の
町
会
連
合
会
長

他
役
員
７
名
及
び
行
政
職
員
に
同
席

を
し
て
い
た
だ
き
、
同
市
の
町
会
の

活
動
状
況
等
に
つ
い
て
の
話
を
伺
い

ま
し
た
。
松
本
市
で
は
、
町
会
へ
の

加
入
率
は
約
86
％
と
な
っ
て
い
る

が
、
近
年
建
設
さ
れ
る
集
合
住
宅
で

は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
が
充
実
し
て

い
る
た
め
各
世
帯
へ
の
訪
問
が
困
難

で
、
そ
の
よ
う
な
点
か
ら
加
入
率
は

減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

な
お
、
新
た
に
町
会
へ
加
入
す
る
際

に
は
公
民
館
（
相
模
原
市
の
自
治
会

集
会
所
）
設
置
の
負
担
金
名
目
で
、

10
万
円
程
度
の
加
入
金
を
徴
収
す
る

会
も
あ
る
と
の
話
も
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
松
本
市
で
は
市
の
広
報

紙
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
礼
金
は

出
て
い
な
い
が
町
会
を
通
じ
て
配

布
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

最
近
、
関
東
管
区
警
察
局
長
表

彰
を
受
け
た
と
い
う
「
１
戸
１
灯

運
動
」
に
つ
い
て
は
、
１
８
５
世

帯
で
構
成
す
る
町
会
が
平
成
16
年

か
ら
取
り
組
み
を
始
め
た
も
の
で
、

総
額
20
万
円
程
度

の
費
用
を
全
額
町

会
が
負
担
を
し
、

１
１
０
戸
の
一
般

住
宅
の
裏
口
等
の

暗
い
所
に
感
応
式

の
照
明
を
設
置
し

た
と
い
う
も
の
で

し
た
。
町
会
あ
げ

て
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
町
会
内
の
防

犯
意
識
の
高
揚
に

大
変
役
立
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し

た
。 治

会
活
動
を
進
め
て
い
く
に
は
、

役
員
だ
け
が
負
担
を
負
う
の
で
は

成
り
立
た
な
い
た
め
、
中
学
生
以

上
を
対
象
に
し
、
総
務
・
企
画
・

環
境
福
祉
・
広
報
の
４
項
目
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
協
力
で

き
る
人
を
登
録
し
活
用
す
る
制
度

を
導
入
し
た
。
発
足
２
年
目
の
現

在
、
２
５
０
名
程
度
が
登
録
を
行

っ
て
い
る
が
、
項
目
に
よ
っ
て
は

登
録
者
が
い
な
い
事
や
登
録
者
の

公
開
を
ど
う
す
る
か
な
ど
の
課
題

も
あ
る
が
、
今
後
も
一
層
の
制
度

の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
自
治
会

活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

小
　
山

大
野
中

相
武
台

東
　
林

大
野
南

田
　
名

上
　
溝

麻
　
溝

新
　
磯

相
模
台

清
　
新

横
　
山

中
　
央

星
が
丘

光
が
丘

橋
　
本

大
野
北

自
治
会
連
合
会

自
治
会
連
合
会 

　
理
事
視
察
研
修
会
報
告

　
理
事
視
察
研
修
会
報
告 

市
自
治
会
連
合
会 

　
理
事
視
察
研
修
会
報
告 

会
　
長
　

三
橋
　
　
豊

清
新
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
清
新
公
民
館
内

副
会
長

神
�

利
秋

大
野
北
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
大
野
北
出
張
所
内

副
会
長

細
谷
　
　
昇

大
野
中
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
大
野
中
出
張
所
内

会
　
計

丸
塚
　
幾
男

相
武
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
相
武
台
出
張
所
内

監
　
事

大
山
　
成
男

田
名
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
田
名
出
張
所
内

監
　
事

追
切
　
睦
廣

麻
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
麻
溝
出
張
所
内

理
　
事

岸
　
　
久
夫

小
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
小
山
公
民
館
内

理
　
事

小
林
　
茂
裕

横
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
横
山
公
民
館
内

理
　
事

太
田
　
　
稔

中
央
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
中
央
公
民
館
内

理
　
事

野
中
　
　
保

星
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
星
が
丘
公
民
館
内

理
　
事

神
澤
　
松
男

光
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
光
が
丘
公
民
館
内

理
　
事

山
野
　
善
巨

橋
本
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
橋
本
出
張
所
内

理
　
事

竹
川
　
一
夫

大
野
南
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
大
野
南
出
張
所
内

理
　
事

山
口
　
省
吾

大
沢
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
大
沢
出
張
所
内

理
　
事

佐
藤
　
信
清

上
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
上
溝
出
張
所
内

理
　
事

吉
山
　
茂
利

新
磯
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
新
磯
出
張
所
内

理
　
事

坂
井
　
敏
克

相
模
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
相
模
台
出
張
所
内

理
　
事

木
俣
　
壽
保

東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
東
林
出
張
所
内

自治は笑顔と協働から 平成17年度　相模原市自治会連合会役員・理事

平成17年度 コミュニティ助成事業購入品目一覧 
「コミュニティ助成事業」とは、宝くじの普及・広報等を図るための事業費を
財源として、財団法人自治総合センターが地域住民のコミュニティ組織等へ助
成を行う制度です。各地区連へは３年ごとに助成を行ってきています。 

品　　　目 
耐火金庫 ライオン　ＭＤ－１Ｎ 1  
液晶プロジェクター パナソニック　ＴＨ－ＡＥ７００ 1  
パネルタイプスクリーン キクチ　ＭＴＶ－１２０ＨＤＡＭ 1  
プレハブ物置 イナバベイシ　ＭＢＷ－５０ 1  
棚なし長机 アイリス　１１７－Ｔ１－Ｎ 3  
集会用テント ＯＧＡＷＡ７８３４ 1  
集会用テント ＯＧＡＷＡ７８３４ 2  
集会用テント ＯＧＡＷＡ７８３１ 1  
たこ焼機 ＴＳ－１５４ 1  
グリドル機 ＹＳＢ－９００ 1  
万能焼機 ＮＡ－８５０ 1  
綿菓子機 ＣＡ－１２０（ＹＯ－５型） 1  
集会用テント ＯＧＡＷＡ７８４１ 1  
電動自転車 ＭＯＢＩＬＬＹ　２４２－０７Ｗ 1  
デジタルカメラ キャノン　POWERSHOT　Ｓ７０  1  
プリンター キャノン　PIXUSIP　９９１０  1  
フォトペーパー Ｌ版120枚入り  1  
パウチラミネ－ター　 日本ＧＢＣ　ＧＬＭ８００（Ａ３対応） 1  
ラミネートフィルム ジョインテックス　Ａ３版100枚入り 1  
ラミネートフィルム ジョインテックス　Ａ４版100枚入り 1  
ラミネートフィルム マンモス　Ａ５版20枚入り 1  
ラミネートフィルム マンモス　Ｂ５版20枚入り 1  
ラミネートフィルム マンモス　Ｂ４版20枚入り 1  
綿菓子機 ＣＡ－６型 1  
ポップコーン機 ＰＡ－３６型 1  
プレハブ物置 イナバベイシ　ＭＢＷ－３６Ｈ 1  
プリンター ＮＥＣ　PR-L1500N  1  
パンフレットスタンド ＩＴＯ　（ＰＡ－４３） 1  
パンフレットスタンド エヌケイ　（ＤＰ－Ｗ２１０） 1  
ラック プラス　ＢＲ－６４１５－５ 1  
テント ＴＯＥＩ　ＬＩＧＨＴ　DM29 1  
電話機 パイオニア　ＴＦ－ＦＶ２２２－Ｓ 1  
デジタル複合機 ブラザー　ＭＦＣ－５８４０ＣＮ 1  
パソコンラック ＥＬＥＣＯＭ　ＨＹＤ－８０Ｈ 1  
コンピューターチェアー ＥＬＥＣＯＭ　ＣＣＨ－０１８ＡＢＫ 1  

物品名及び仕様 地区名 数量 

中　央 

光が丘 

大野北 

大野中 

麻　溝 

新　磯 

市自治会 
連合会 
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厚生施設　自治会員には特典が
自治会連合会では、厚生事業の一環として宿泊施設や遊園地等と割引契約を結んでいます。
今回は、本年４月から新たに契約をした近隣の遊園地をご紹介します。
行楽の秋、ご家族おそろいでお出かけされたらいかがでしょうか。

女
子
の
ゴ
ル
フ
と
言
い
ま
す
と
、

宮
里
藍
、
横
峯
さ
く
ら
さ
ん
を
始
め

と
し
た
、
10
代
や
20
代
前
半
の
若
い

選
手
の
活
躍
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
人
物
紹
介
は
、
6
月
に
行

わ
れ
た
ゴ
ル
フ
の
日
本
女
子
ア
マ
選

手
権
で
、
優
勝
し
た
諸
見
里
し
の
ぶ

選
手
（
大
会
後
プ
ロ
入
り
）
と
準
々

決
勝
で
対
戦
し
、
惜
し
く
も
１
打
及

ば
ず
敗
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
飛
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
る
高
校
生
の
、

「
吉
田
弓
美
子
さ
ん
」
で
す
。

９
月
上
旬
に
、
在
学
す
る
県
立
厚

木
北
高
校
へ
訪
問
す
る
と
、
弓
美
子

さ
ん
は
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

【
当
日
は
、
市
の
ビ
デ
オ
広
報

「
相
模
原
る
っ
く
あ
ら
う
ん
ど
」（
10

月
上
旬
放
映
）
の
取
材
と
共
同
で
行

い
ま
し
た
】

│
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
な

ん
で
す
か
？
│

「
小
学
校
４
年
生
の
終
り
頃
、
父

母
と
一
緒
に
練
習
場
に
行
っ
た
の
が

最
初
で
す
。

毎
年
夏
に
、
父
の
会
社
の
人
達
と

一
緒
に
家
族
が
長
野
に
ゴ
ル
フ
に
行

っ
て
お
り
、
見
て
い
て
楽
し
そ
う
な

雰
囲
気
を
感
じ
、
自
分
も
や
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
最
初
は

当
た
ら
な
く
て
難
し
い
と
思
い

ま
し
た
が
、
当
た
っ
た
と
き
の

感
触
は
気
持
ち
良
か
っ
た
で

す
。
そ
の
後
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
大

会
に
出
る
よ
う
に
な
る
と
、
学

校
と
は
違
う
友
達
が
で
き
る
の

が
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

│
家
族
も
皆
さ
ん
ゴ
ル
フ
を
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
│

「
家
族
は
両
親
と
２
人
の
兄

が
い
ま
す
。
皆
ゴ
ル
フ
は
し
ま

す
が
、
選
手
と
し
て
試
合
に
出
る
と

か
で
は
な
く
、
趣
味
と
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
下
の
兄
は
キ
ャ
デ
ィ
と

し
て
試
合
の
時
に
手
伝
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。」

│
練
習
は
、
１
日
に
ど
の
く
ら
い
行

う
の
で
し
ょ
う
か
？
│

「
平
日
は
１
時
間
半
、
日
曜
日
は

横
浜
の
ス
ク
ー
ル
に
行
き
６
時
間
ほ

ど
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
中
学
３
年

生
の
時
か
ら
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
プ
ロ
の

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。」

│
今
ま
で
に
ゴ
ル
フ
で
記
憶
に
残
っ

た
こ
と
は
？
│

「
小
学
校
６
年
生
の
時
、
初
め
て

出
場
し
た
全
国
大
会
で
、
前
半
は
ト

ッ
プ
タ
イ
で
し
た
が
、
最
終
ホ
ー
ル

で
あ
せ
っ
て
し
ま
っ
て
、
バ
ン
カ
ー

か
ら
出
せ
ず
に
14
打
た
た
い
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
と
き
の
教
訓
と
し
て
、
今

は
ど
ん
な
状
況
で
も
落
ち
着
く
こ
と

を
覚
え
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
３
年
生

の
時
、
関
東
大
会
２
試

合
に
出
場
し
ま
し
た
が
、

１
試
合
目
は
予
選
落
ち

し
て
し
ま
い
し
た
。
そ
の

後
の
猛
練
習
の
結
果
、

次
の
試
合
で
は
ア
ン
ダ
ー

パ
ー
で
回
れ
た
こ
と
が
嬉

し
か
っ
た
で
す
。」

│
今
ま
で
の
ベ
ス
ト
ス
コ
ア

や
大
会
で
の
成
績
は
？
│

「
１
ラ
ウ
ン
ド
で
は
68
、
２
日
間

で
は
８
ア
ン
ダ
ー
が
ベ
ス
ト
で
す
。

中
学
３
年
生
の
時
の
日
本
女
子
ジ
ュ

ニ
ア
で
３
位
、
昨
年
の
国
体
・
少
年

女
子
の
部
で
の
優
勝
な
ど
が
主
な
成

績
で
す
。」

│
宮
里
さ
ん
や
横
峯
さ
ん
に
は
お
父

さ
ん
の
影
響
が
大
き
い
よ
う
に
思
い

ま
す
が
、
弓
美
子
さ
ん
の
お
父
さ
ん

は
ど
う
で
す
か
？
│

「
父
は
何
事
に
も
前
向
き
な
人
で
、

ゴ
ル
フ
は
人
と
の
勝
負
で
は
な
い
と

い
う
事
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
昔

は
打
ち
方
な
ど
も
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
今
は

精
神
面
で
の
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る

存
在
で
す
。」

│
と
こ
ろ
で
、
好
き
な
食
べ
物
は
？

趣
味
は
何
で
す
か
？
│

「
食
べ
物
で
は
、
セ
ロ
リ
は
嫌
い

で
す
。
桃
や
梨
と
い
っ
た
果
物
が
大

好
き
で
す
。
休
日
に
は
漫
画
を
ひ
た

す
ら
読
ん
だ
り
（
ゴ
ル
フ
の
漫
画
は

あ
ま
り
読
ま
な
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の

漫
画
が
好
き
）、
音
楽
を
聴
い
た
り

し
て
い
ま
す
。
買
物
を
す
る
こ
と
も

好
き
で
す
。」

│
最
後
に
、
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
│

「
来
年
の
プ
ロ
テ
ス
ト
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
で
す
。
宮
里
藍
さ
ん

の
よ
う
に
日
本
で
も
海
外
で
も
活
躍

で
き
る
選
手
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
の
魅
力
は
、「
頑
張
っ
て

練
習
す
る
こ
と
に
よ
り
結
果
が
出
せ

る
こ
と
。
人
と
の
勝
負
で
は
な
く
、

自
分
自
身
と
コ
ー
ス
と
の
兼
ね
合
い

と
し
て
競
技
で
き
る
こ
と
」
と
語
っ

て
く
れ
た
弓
美
子
さ
ん
。
平
均
飛
距

離
２
５
０
ヤ
ー
ド
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や

グ
リ
ー
ン
周
り
の
小
技
を
活
か
し
、

今
後
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

（
田
名
地
区
　
自
治
会
法
人

田
名
清
水
自
治
会
員
）

4,500 2,300 2,000 1,600

3,000 1,800 1,000 無料 

2,000 1,500 1,000 無料 

※フリーパス／ご入園＋アドベンチャードーム 
   (屋内プール)＋１８のアトラクションフリー 
※入園／ご入園＋アドベンチャードーム(屋内プール) 
　入園料のみでご入園のお客様が「のりもの」 
   をご利用になる場合は、「のりもの券」 
　（6枚つづりで２，０００円）を園内でお買い求 
   めください。 

2,000 1,200

1,000 無料 

※入園料で、遊具の利用とショーを含むアトラクションがご覧になれますが、 
　ロッカー、ベビーカーレンタル、コインゲーム及び一部アトラクションは別 
　料金となります。 

お問い合わせは、東京サマーランドサービスセンター
�042－558－6511 

　
東
京
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
に
隣
接
し
た
東
京

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
動
物
王
国
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
お
な
じ
み
の
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん
こ
と
畑 

正
憲
さ
ん
が
北
海
道
か
ら
動
物
の
仲
間
達

を
連
れ
て
オ
ー
プ
ン
し
た
癒
し
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
で
す
。
王
国
が
、
動
物
達
と
の
触

れ
合
い
を
通
じ
て
子
ど
も
達
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い
実
践
し
て
き
た
長
年
の
経
験

を
踏
ま
え
て
、
あ
き
る
野
の
地
に
開
国
し

た
「
東
京
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
動
物
王
国
」
で

も
、
楽
し
く
動
物
達
と
触
れ
合
い
な
が

ら
、
都
会
の
人
々
の
健
や
か
な
心
の
癒
し

に
寄
与
す
る
こ
と
を
大
切
な
テ
ー
マ
に
し

て
い
ま
す
。  

　
動
物
王
国
で
は
、
訪
れ
た
都
会
の
人

々
に
、
犬
や
猫
、
馬
な
ど
に
触
れ
、
遊

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、
生
命
の
ぬ
く

も
り
や
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
常
で
は

な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
体
験
と
し
て
人

々
の
目
に
印
象
的
に
残
り
、
生
命
を
大

切
に
し
て
い
く
心
を
育
て
る
き
っ
か
け

と
し
て
、
お
役
に
立
て
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。 

　
東
京
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
動
物
王
国
な
ら
で

は
の
動
物
達
と
の
触
れ
合
い
、
遊
ん
で

学
ぶ
楽
し
い
体
験
は
、
子
ど
も
達
だ
け

で
な
く
都
会
で
生
き
る
大
人
達
の
瞳
に

い
つ
も
と
は
違
っ
た
輝
き
と
満
足
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ま
の
ご
来
園
を
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 

所　在　地：東京都あきる野市上代継６００ 
　　　　　�０４２・５５０・６２５６(代)　　 
営業時間：４月～９月　　１０：００～１８：００ 
　　　　　１０・１１月　　１０：００～１７：００ 
　　　　　１２月～２月　１０：００～１６：００ 
休　園　日：木曜日（学校の休み期間は除く） 
　　　　　駐車料金：１，２００円 
　　　　　※休園日、営業時間は予告なく変更する場合 
　　　　　　  がありますので、あらかじめお問い合わせ 
　　　　　　　のうえご来園ください。 

①東京サマーランド 

おとな（中学生以上） 

こども（小学生） 

幼児・シニア 
（2歳～就学前・61歳～） 

 

フリーパス料金 

通常料金 特別料金 通常料金 特別料金 

入　園　料　金 

②東京セサミプレイス 

③駐車場料金　　1日1台（乗用車）１，２００円 
おとな（中学生以上） 

幼児・シニア 
（2歳～小学生・61歳～） 

 

入　園　料　金 

通常料金 特別料金 

 
　自治会連合会では、今回ご紹介した遊園地の他にも宿泊施設等と割引契約をしております。 
　宿泊施設を利用する際は、直接施設へ電話等で、相模原市自治会連合会の会員である旨を話してお申し込みくだ
さい。また、施設に到着した時にはフロント等で、「ホテル、遊園地等との割引契約のご案内」のリーフレットについてい
る「厚生施設利用カード」を提示してください。 
　遊園地の利用に際しては、当日入園券等購入の際に「厚生施設利用カード」を提示してください。ただし、サンリオ
・ピューロランドについては、リーフレットにある特別割引券を切り取り、施設に提出してください。 
　　お問い合わせは、相模原市自治会連合会事務局へ。　�０４２・７５３・３４１９ 

　　　　　　　・東京セサミプレイスが贈る 
相模原市自治会連合会感謝デーのお知らせ相模原市自治会連合会感謝デーのお知らせ 

 

　　　　　　　・東京セサミプレイスが贈る 
相模原市自治会連合会感謝デーのお知らせ 

　 　東京　東京サマーランドが、日頃のご愛顧愛顧に感謝感謝して平成平成１７年１１月２３日（祝）１日限定限定で、東京東京サマーランド・東京東京セサミ
プレイスの２施設施設を会員限定限定の特別料金特別料金で、また会員家族家族のお子様子様に限っては特別入園特別入園ご招待会招待会を開催開催いたします 
（２施設施設のいずれか１施設利用可能施設利用可能） 
　１．対　象　者　相模原市　相模原市自治会連合会会治会連合会会員及びその家族家族 
　２．利用方法利用方法　チケット売場売場にて「相模原市相模原市自治会連合会厚生施設利用治会連合会厚生施設利用カード」を提示提示する（１枚のカードで５名様名様まで有効有効） 
　３．料　　金料　　金　(金額単位金額単位：円) 

　東京サマーランドが、日頃のご愛顧に感謝して平成１７年１１月２３日（祝）１日限定で、東京サマーランド・東京セサミ
プレイスの２施設を会員限定の特別料金で、また会員家族のお子様に限っては特別入園ご招待会を開催いたします 
（２施設のいずれか１施設利用可能） 
　１．対　象　者　相模原市自治会連合会会員及びその家族 
　２．利用方法　チケット売場にて「相模原市自治会連合会厚生施設利用カード」を提示する（１枚のカードで５名様まで有効） 
　３．料　　金　(金額単位：円) 

都
に
沸
い
た
、
天
然
の
オ
ア
シ
ス 

「
ク
ア
・
ガ
ー
デ
ン
」 

  

  

　 
               

　
観
覧
車
や
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
、

遊
園
地
に
は
欠
か
せ
な
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
車
に
関
連
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
多
さ
は
日
本
の
中
で
も
屈

指
。
今
年
の
３
月
に
登
場
し
た
「
フ
ォ
ー
ミ

ュ
ラ
　
プ
ラ
ス
」
は
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
レ
ー

ス
さ
な
が
ら
の
バ
ト
ル
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
本
格
モ
ー
タ
ー
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
コ

ー
ス
取
り
も
優
し
く
、
長
め
の
２
周
１
km
の

コ
ー
ス
の
中
で
追
い
越
し
や
コ
ー
ナ
ー
リ
ン

グ
な
ど
レ
ー
ス
マ
ナ
ー
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
に
も
、
今
話
題

の
電
動
自
動
車
「
り
き
丸
の
電
動
自
動
車
　

ム
ウ
」
な
ど
、
２
歳
か
ら
楽
し
め
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
あ
る
の
で
、
カ
ッ
プ
ル
や
友
達

同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
行
っ
て

も
楽
し
い
万
能
遊
園
地
だ
。 

 

     

「
遊
園
地
　

モ
ー
ト
ピ
ア
」
に
隣
接
し
た
天

然
温
泉
「
ク
ア
・
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
ま
さ
に

都
会
の
オ
ア
シ
ス
。
地
下
一
、
五
〇
〇
m

か
ら
湧
き
出
る
温
泉
は
疲
労
回
復
や
健
康

増
進
の
効
能
が
あ
り
、
大
浴
場
や
露
天
風

呂
、
サ
ウ
ナ
、
エ
ス
テ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
サ

ロ
ン
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。
広
々
と
し
た

浴
槽
と
見
晴
ら
し
の
良
い
景
色
に
大
感
動

の
大
浴
場
＆
露
天
風
呂
は
開
放
感
抜
群
。

東
京
の
街
を
一
望
で
き
、昼
は
富
士
山
、
夜

は
満
点
の
星
空
を
眺
め
な
が
ら
の
入
浴
は

格
別
。
オ
ス
ス
メ
は
露
天
風
呂
に
あ
る
「
打

た
せ
湯
」
。
水
圧
が
丁
度
良
い
強
さ
で
独

り
占
め
し
た
く
な
る
気
持
ち
良
さ
は
是
非

体
験
し
て
欲
し
い
。 

※
「
ク
ア
・
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
通
年
の
割
引
契
約

施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ク
ア
・
ガ
ー
デ
ン
で
の
ん
び
り
す
ご
す

の
も
ス
テ
キ
だ 

が
、
夜
の
10
時 

ま
で
営
業
し
て 

い
る
の
で
多
摩 

テ
ッ
ク
遊
園
地 

で
遊
ん
だ
後
に 

天
然
温
泉
で
ゆ 

っ
く
り
す
る
の 

も
ス
テ
キ
な
一 

日
に
な
る
だ
ろ 

う
。 

  

◎
臨
場
感
あ
ふ
れ
る 

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い 

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
プ
チ
体
験
　 

　
遊
園
地
モ
ー
ト
ピ
ア 

  

◎
こ
れ
ぞ
醍
醐
味
！ 

　
富
士
山
を
眺
め
な
が
ら
温
泉
に 

　
都
内
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
緑
溢
れ

る
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
「
多
摩
テ
ッ
ク
」
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
遊
べ
る
体
験
型

遊
園
地
「
モ
ー
ト
ピ
ア
」
や
天
然
温
泉

溢
れ
る
「
ク
ア
・
ガ
ー
デ
ン
」
、
雨
天

で
も
OK
の
全
天
候
型
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ガ
ー
デ
ン
な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
派
も
の

ん
び
り
派
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
間

違
い
な
し
！ 

 
11 1 火 

水 30
11 1 火 

水 30
11 1 火 

水 30

11 19
20

11 19
20

11 19
20

11月23日（水）は 
除外させていただきます。 

11月23日（水）は 
除外させていただきます。 

11月23日（水）は 
除外させていただきます。 

相模原市自治会連合会 相模原市自治会連合会 相模原市自治会連合会 

相模原市自治会連合会 相模原市自治会連合会 相模原市自治会連合会 
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相模原市自治会連合会 相模原市自治会連合会 相模原市自治会連合会 

私
た
ち
の
自
治
会
「
横
山
テ
ラ
ス

Ｆ
自
治
会
」
は
横
山
地
区
自
治
会
連

合
会
の
中
に
あ
り
、
世
帯
数
が
１
４

１
世
帯
と
小
規
模
な
自
治
会
で
す
。

し
か
し
、
小
規
模
だ
か
ら
こ
そ
の
ま

と
ま
り
が
あ
り
、
野
球
は
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
抜
群
で
公
民
館
主
催
の
軟
式
野

球
で
見
事
優
勝
！

そ
し
て
夏
祭
り
・
運
動
会
な
ど
の

各
種
行
事
も
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち

に
進
め
て
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
ん
な
我
が
自
治
会
で
す

が
残
念
な
こ
と
に
最
近
は
「
風
呂
場

の
の
ぞ
き
」
や
「
車
上
ね
ら
い
」
な

ど
の
犯
罪
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
平
成
16
年
10
月
か
ら

自
治
会
役
員
が
自
主
的
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
開
始
し
、
今
年
4
月
か
ら
は

「
横
山
テ
ラ
ス
Ｆ
自
治
会
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
と
し
て
隊
員
数
21
名
で
正
式
に

発
足
し
ま
し
た
。
夜
間
は
も
ち
ろ
ん
、

日
中
も
子
ど
も
会
と
連
携
し
パ
ト
ロ

ー
ル
を
強
化
し
て
、
犯
罪
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

当
自
治
会
は
平
成
19
年
ご
ろ
に
現

在
進
行
中
の
横
山
団
地
立
替
工
事
第

自治会報さがみはら平成17年（2005）10月 No.47（4）

上

溝

地
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上

溝

地
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久
保
自
治
会 吉

川
　
啓
示 
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上
溝
の
む
か
し
話 

ど
こ
の
家
で
も
十
燭

し
ょ
く

（
10
ｗ
）

１
個
で
し
た
。
小
さ
な
家
で
は
五

燭
し
ょ
く

（
５
ｗ
）
で
、
そ
れ
で
も
昼
間

の
よ
う
に
明
る
い
と
喜
び
合
い
ま

し
た
。
石
油
を
買
い
に
行
く
こ
と

が
無
く
な
り
、
ラ
ン
プ
掃
除
が
無

く
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び

で
し
た
。

○
天
王
祭
り
の
囃
子
屋
台
の
人
形

毎
年
７
月
27
・
28
日
は
市
場
（
本

町
）
の
天
王
様
の
お
祭
り
で
す
。

今
で
も
あ
る
囃
子
屋
台
の
屋
根
の
上

に
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
の
天
照

あ
ま
て
ら
す

大
神

お
お
み
か
み

の
人
形
が
掲
げ
ら
れ
見
事
で
し
た
。

人
形
は
高
さ

約
３
メ
ー
ト
ル

あ
り
頭
に
宝
冠

を
つ
け
、
首
に

曲ま
が

玉た
ま

を
飾
り
、

胸
に
鏡
を
掲
げ
、

両
手
で
剣
の
束つ

か

を
突
い
て
い
る

立
姿
で
堂
々
と

し
て
目
が
さ
め

る
よ
う
で
し
た
。

大
正
４
年
に

電
気
が
引
か
れ

電
線
に
人
形
が

触
れ
て
危
険
な

の
で
大
正
６
年

に
人
形
が
廃
止

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

○
上
溝
に
電
気
が
つ
い
た
の
は

大
正
４
年
（
今
か
ら
90
年

昔
）
に
上
溝
市
場
（
本
町
）、

元
町
（
下
宿
）、
久
保
の
一
部

に
電
気
が
引
け
て
電
灯
が
つ
き

ま
し
た
。
そ
の
他
の
地
域
は
３

年
遅
れ
の
大
正
７
年
に
つ
き
ま

し
た
。

自
治
会
報  

さ
が
み
は
ら 

●
編
集
委
員 

岸
　
　
久
夫
　
　
吉
山
　
茂
利 

坂
井
　
敏
克
　
　
武
井
　
弘
吉 

笹
野
　
賢
司
　
　
武
田
　
善
伸 

大
貫
　
作
治
　
　
橋
本
　
正
明 

小
俣
　
博
由 

（
小
　
山
） 

（
相
模
台
） 

（
星
が
丘
） 

（
大
　
沢
） 

（
相
武
台
） 

（
新
　
磯
） 

（
小
　
山
） 

（
橋
　
本
） 

（
上
　
溝
） 

2
期
が
完
了
す
る
と
自
治
会
員
の
一

部
は
転
居
す
る
予
定
で
、
立
替
工
事

が
3
期
、
4
期
と
進
行
す
る
に
つ
れ

て
い
ず
れ
消
滅
し
、
新
た
な
自
治
会

名
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
も
う

し
ば
ら
く
今
の
会
員
の
皆
さ
ん
と
こ

の
「
横
山
テ
ラ
ス
Ｆ
自
治
会
」
の
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

5
年
前
に
、
古
淵
駅
の
近
く
に
３

０
０
世
帯
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

ち
ま
し
た
。

「
古
淵
」
の
街
創
り
、
地
区
計
画

に
よ
る
計
画
的
な
街
創
り
の
一
翼
を

担
う
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
の
品
格
を

誇
り
と
し
て
お
り
ま
す
。

３
０
０
世
帯
す
べ
て
が
自
治
会
に

加
入
、
平
成
13
年
11
月
に
大
野
中
地

区
自
治
会
連
合
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

「
ウ
イ
ル
ズ
ス
ク
エ
ア
く
じ
ら
の

会
」
通
称
「
く
じ
ら
の
会
」
が
我
が

自
治
会
の
愛
称
で
す
。

と
か
く
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
自
治

会
運
営
は
難
し
い
と
見
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
当
く
じ
ら
の
会
は
、

最
多
年
令
35
才
の
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
と
沢
山
の
子
供
達
は
、
景
観
優
美

な
中
庭
で
毎
日
賑
わ
っ
て
お
り
、
当

然
子
供
の
「
ふ
る
さ
と
作
り
、
情
操

心
の
構
築
」
を
哲
学
に
、
既
成
に
囚

わ
れ
る
こ
と
な
く
ユ
ニ
ー
ク
な
運
営

を
し
て
お
り
ま
す
。
9
月
の
公
民
館

事
業
の
体
育
祭
で
優
勝
で
き
た
の
も

そ
の
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
方
3
年
前
か
ら
大
野
中

地
区
老
人
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま

し
た
。「
ワ
ー
プ
の
会
」
と
称
し
、
60

才
に
達
す
る
と
加
入
し
今
、
90
パ
ー

セ
ン
ト
程
度
の
加
入
率
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

く
じ
ら
の
会
も
ワ
ー
プ
の
会
も
、

水
の
淀
む
ご
と
く
、
水
の
流
れ
る
ご

と
く
、
無
理
の
な
い
自
然
体
の
運
営

が
他
の
自
治
会
か
ら
羨
ま
れ
て
い
る

所
以
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

無
形
民
族
文
化
財
と
し
て
市
及
び

県
の
登
録
・
指
定
を
受
け
て
い
る
大

島
の
獅
子
舞
は
、
毎
年
8
月
末
に
大

島
諏
訪
明
神
の
例
大
祭
の
時
奉
納
さ

れ
る
。
こ
の
獅
子
舞
は
い
わ
ゆ
る
一

人
立
三
頭
獅
子
で
、
剣
獅
子
、
巻
獅

子
、
雌
獅
子
の
三
頭
の
獅
子
と
鬼
、

天
狗
、
岡
崎
そ
れ
に
笛
と
唄
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
る
。
祭
礼
当
日
は
午

後
１
時
自
治
会
館
に
て
神
社
か
ら
の

お
迎
え
を
受
け
自
治
会
館
を
出
発
し

道
笛
に
合
せ
て
先
頭
に
幟
旗
、
花
飾

万
灯
を
伴
い
神
社
に
向
い
行
進
す
る
。

神
社
の
境
内
に
は
四
方
を
篠
竹
を
立

て
、
し
め
縄
を
張
り
土
俵
が
設
け
ら

れ
、
そ
の
中
央
に
は
幣
束
を
立
て
た

盛
り
砂
が
あ
る
。
こ
れ
を
先
導
役
の

天
狗
が
足
で
な
ら
す
と
獅
子
舞
が
始

ま
る
。
舞
は
三
頭
の
獅
子
と
鬼
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
道
化
師
役
の
岡
崎
は

股
間
の
サ
サ
ラ
を
擦
り
な
が
ら
四
方

の
シ
メ
の
ま
わ
り
を
歩
き
回
る
。
天

狗
は
時
折
歩
き
な
が
ら
舞
を
見
守
る
。

舞
は
鳥
居(

土
俵
の
外)

土
俵
と
頭
の
舞

（
水
を
飲
む
し
ぐ
さ
）
オ
カ
ザ
キ(

唄
が

主
役)

キ
ッ
カ
タ
（
三
頭
獅
子
に
鬼
と

四
人
揃
っ
て
の
舞
）
シ
ヤ
ギ
リ
（
最

高
潮
の
舞
な
ど
か
ら
成
り
、
こ
れ
に

伴
奏
の
笛
と
10
の
歌
詞
の
唄
が
あ
る
）

が
付
く
。
こ
の
舞
の
特
色
は
、
ぐ
っ

と
腰
を
落
し
て
上
体
を
大
き
く
振
り

回
す
事
に
あ
る
。
ま
た
足
さ
ば
き
は

舞
踊
的
要
素
が
見
ら
れ
る
。
舞
の
所

要
時
間
は
お
よ
そ
45
〜
50
分
で
あ
る
。

”自
治
会
は
笑
顔
と
協
働
か
ら
“を

モ
ッ
ト
ー
に
上
中
丸
自
治
会
で
は
、

市
の
一
斉
清
掃
日
に
あ
わ
せ
て
、
清

掃
終
了
後
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る

目
的
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
毎

こ
の
獅
子
舞
が
い
つ
伝
わ
っ
た
か

は
定
か
で
な
い
が
剣
獅
子
頭
に
文
政

12
年
（
１
８
２
９
年
）
の
修
理
時
の

墨
書
銘
が
あ
り
、
こ
れ
よ
り
お
よ
そ

１
５
０
年
前
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
秘
巻
の
日
本
獅
子
舞
由
来
も
残

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
在
使
わ
れ

て
い
る
獅
子
頭
面
は
４
０
０
年
も
過

ぎ
、
傷
み
も
あ
っ
た
た
め
平
成
7
年

に
飛
騨
高
山
の
彫
刻
師
に
依
頼
し
、

木
曽
で
漆
を
か
け
平
成
9
年
5
月
に

完
成
し
た
。

現
在
は
保
存
会
と
し
て
自
治
会
や
子

供
会
の
協
力
後
援
を
得
て
、
後
継
者

（
子
供
）
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。

年
当
地
区
内
の
公
園
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は

ど
こ
で
も
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
我
が
上
中
丸
自
治
会
で
も
こ

の
行
事
は
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、

地
域
の
伝
統
行
事
の
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
行
事
で
す
。
当
自
治
会
の

会
員
は
約
１
１
０
世
帯
あ
り
ま
し

て
、
当
日
の
参
加
者
は
大
人
、
小
人

を
含
め
て
１
５
０
名
前
後
と
な
り
盛

会
を
極
め
ま
す
。
人
数
が
多
い
分
、

準
備
段
階
か
ら
大
変
で
、
役
員
全
員

が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
を
決
め
て
取

り
組
み
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
年
に
よ

っ
て
若
干
異
な
り
ま
す
が
、
ピ
ザ
を

焼
い
た
り
、
と
ん
汁
、
焼
き
そ
ば
を

作
っ
た
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内

容
に
な
り
、
役
員
さ
ん
の
腕
の
振
る

い
所
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん
向

け
に
は
綿
菓
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

等
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
大
人

も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
く
じ
ら
の
会
」っ
て
何
！

大
野
中
地
区

ウ
イ
ル
ズ
ス
ク
エ
ア
く
じ
ら
の
会
代
表

村
田
　
充
穂

地
域
の
親
睦
会

麻
溝
地
区

上
中
丸
自
治
会
副
会
長

追
切
　
睦
廣

犯
罪
の
な
い

横
山
を
目
指
し
て

横
山
地
区

横
山
テ
ラ
ス
Ｆ
自
治
会
長

福
安
　
紀
忠

大
島
諏
訪
明
神
の
獅
子
舞

大
沢
地
区
　
上
大
島
自
治
会
長

井
上
　
信
吾

こ
の
地
区
は
、
大
正
９
年
の
国
勢

調
査
に
よ
る
と
、
総
戸
数
80
戸
、
現

在
で
は
約
８
５
０
世
帯
を
数
え
る
。

自
治
会
は
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て

構
成
す
る
団
体
で
は
あ
る
が
、
今
日

の
経
済
・
社
会
構
造
等
の
変
化
は
、

人
々
の
意
識
を
も
風
化
し
て
し
ま
っ

た
の
か
と
、
自
問
自
答
し
て
し
ま
う

こ
と
は
、
間
違
い
だ
ろ
う
か
。

本
会
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て

も
、
関
係
役
員
だ
け
の
事
業
推
進
が

当
た
り
前
の
感
が
否
め
な
い
。

地
域
で
生
活
す
る
一
人
ひ
と
り

が
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
を
構
築
す

る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
意

識
を
持
っ
て
、
諸
行
事
に
積
極
的
参

加
を
お
願
い
し
た
い
。

伝
承
的
文
化
の
継
承
等
も
同
様
で

あ
る
。

磯
部
八
幡
宮
の
例
大
祭
（
宗
教
法

人
八
幡
宮
）
・
大
凧
揚
げ
（
相
模
の

大
凧
文
化
保
存
会
上
磯
部
地
区
）
・

帆
掛
け
舟
（
相
模
原
市
磯
部
民
俗
資

料
保
存
会
）
等
の
伝
承
文
化
が
存
す

る
。
如
何
に
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

若
い
会
員
さ
ん
た
ち
が
率
先
し
て

企
画
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
る

こ
の
行
事
に
は
、
自
治
会
未
加
入
者

へ
の
加
入
促
進
の
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

新
し
く
加
入
さ
れ
た
会
員
も
こ
の
場

で
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
紹
介
さ
れ

ま
す
。
最
近
で
は
地
域
内
の
商
店
や

事
業
者
の
方
々
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
、
地
域
の
交
流
活
性
化
に
力
を
注

い
で
お
り
ま
す
。

地
域
文
化
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、

建
設
的
な
方
向
に
意
識
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
を
切
に
願
っ
て
止

ま
な
い
。

「
自
治
会
報
さ
が
み
は
ら
」
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活

動
・
話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（
�
０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９

E
-m
ail:jichiren@

w
ine.ocn.ne.jp

）へ

ご
案
内
と
お
願
い

伝
承
文
化
と

住
民
の
関
わ
り
方

新
磯
地
区

上
磯
部
自
治
会
連
合
会
長

川
島
　
英
雄

「くじらの会」ソフトボール部のメンバー「くじらの会」ソフトボール部のメンバー 「くじらの会」ソフトボール部のメンバー 
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自治会への加入を 
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自治会への加入を 
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